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松
ま つ や ま し

山市
〒７９０－８５７１
松山市二番町四丁目７番地２

電話
番号

（０８９）
９４８－６６８８

地域
指定

離島　過疎　山振　辺地（３）　農振　
国立公園　県立公園　国際会議観光都市
ITビジネスモデル地区　SDGs未来都市

FAX
（０８９）
９４７－４８９４

（代表）

https://www.city.matsuyama.ehime.jp/

明２２．１２．１５ 市制施行
　４１．４．１ 編入　朝美村　雄群村　素鵞村　道後村
　　　　　　　　　の各一部
大１２．４．１ 編入　道後村の一部
　１５．２．１１ 編入　朝美村　雄群村　素鵞村　御幸村
昭  ７．２．１ 編入　道後湯之町の一部
　１５．８．１ 編入　三津濱町　和氣村　久枝村　堀江
　　　　　　　　　村　潮見村　味生村　桑原村
　１９．４．１ 編入　道後湯之町　生石村　垣生村
　２９．２．１ 編入　興居島村
　 １０．１ 編入　余土村
　３０．５．１ 編入　久米村　湯山村　伊台村　五明村
　３４．４．１０ 編入　浮穴村
　３６．１２．１５ 編入　小野村
　３７．４．１ 編入　石井村
　４３．１０．２５ 編入　久谷村
平１７．１．１ 編入　北条市　中島町

〈沿　革〉

　慶長７年（１６０２年）から２５年の歳月をかけて、加藤嘉明
が勝山山頂に築城した「松山城」の名に由来する。

〈由　来〉

区　分 名　前 任　期

市　長 野
の し

ふじ た　　　　ひとし

た ぶちゆういちろう

志　克
かつひと

仁 令和 ８．１１．２７

副市長 藤田　　仁
田淵雄一郎

令和 ８．１０．１
令和１０．７．４

議長 原　　俊司　副議長 長野　昌子

議員 （条例定数）

（現　　員）

４３人

４３人

任期 令和８．５．２４

普通会計 ３，０７０人

企業会計 ２５７人

その他会計 １２７人

計 ３，４５４人

〈行政組織〉
（令和 7. 4. 1現在）数員職（令和 7. 7. 4現在）　会議（令和 7. 4. 1現在）

　本市は、県の中心部に位置し、東に四国山地を背景と
し、西は波静かな瀬戸内海を望む松山平野の中心を占め
る。市街地は松山城を中心に発展を続け、明治６年愛媛
県庁が設置され、同２２年市制が施行されて以来、政治経
済の中心都市として成長。さらに戦後、戦災復興都市計
画の実施で、市街地・交通体系の整備などにより近代都市
へと面目を一新する一方、商工業都市としての性格を強
めた。今日では総合的な都市機能を備え、平成１２年４月
には「中核市」に移行した。平成１７年１月には北条市・中
島町と合併し四国初の５０万都市となり、多様な自然や文
化と都市機能が調和した都市としての新たな魅力・活力
の創造を目指している。

〈市町のあらまし〉

建物名称 建築 改築 主な増改築箇所
本　　館 昭４９ 平１５ 耐震改修
別　　館 昭３７ 昭５０

平１４
本館建築に伴う改修
耐震改修

第３別館 昭３８ 昭５５
平 ９

購入
全面改修

第４別館 昭３１ 昭４８
平 ８

取得
全面改修

〈庁舎の建設年度〉

区　分 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 平２７国調 令２国調 令７.１.１住基

人　口 （３．４％）
４９７，２０３

（２．２％）
５０８，２６６

（１．３％）
５１４，９３７

（０．５％）
５１７，２３１

（△０．５％） （△０．７％）
５１４，８６５　 ５１１，１９２

男 ２３５，１０４ ２３９，５１６ ２４２，４６３ ２４１，５８６ ２４１，６５６　 ２４０，２９２

女 ２６２，０９９ ２６８，７５０ ２７２，４７４ ２７５，６４５ ２７３，２０９　 ２７０，９００

世帯数 １９１，０８３ ２０４，９２４ ２１６，１６０ ２２４，１７８ ２３０，５０９　 ２４１,２３４

率減増は）　　（〉数帯世・口人〈

４９６,６６６

２３３,２９１

２６３,３７５

２５５,６２７



事　　　業　　　名 事　業　費 事　　　業　　　名 事　業　費
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市

区　分 総生産額（令４年度） 就業人口（令２国調）

第１次 ９,２８１　　　　 ０．５　％　　　　　　 ５，８６４　　　　 ２．８　％

第２次 ２４６,５５３　　　　 １4.３　％　　　　　 ３６,４９３　　　　１７.６　％

第３次 １，４６８,０８７　　　　 ８5.２　％　　　　 １６４,６０９　　　　７９.５　％

計 １，７２３,９２１　　　 １００．０　％　　　　 ２０６,９６６　　 １００．０　％

〈産　業〉　産業構造

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

（百万円・人）

品　　　　　名 製造品出荷額等

１０８,２３８生産用機械

７８,８８６はん用機械

１人当たり
市町民所得

千円
２，５０４

令４年度）（　得所令３年）（　業造製要主 （百万円）

業事設建な主の後今令和６年度の主な建設事業 ）円万百（）円万百（

区　分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上

人　口 ６１，６８０　人 ２８６，１９８　人 １３９，５７４　人

構成比 １２．１　％ ５６．０　％ ２７．３　％

男 １９３，５０１　人

女 ２２４，７０３　人

計 ４１８，２０３　人

年齢構成　（令２国調）
選挙人名簿
登録者数　（令和７.９.１現在）

総　面　積 林野面積 林　野　率 経営耕地面積 宅地化率
令７.７.１
（㎢） 田 畑 樹園地 令６.１.１

４２９．３５ １８，８４１ ４３．９ ２，７６３ １，０１２ ２３３ １，５１８ ２１．７

）％．ａｈ（　（令和２.２.１現在）〉用利地土〈

下水道整備

松山駅周辺土地区画整理

松山外環状線（地域高規格道路）整備

市駅前広場整備

城山公園整備

道後温泉本館保存修理事業

公立保育所整備

下水道整備  

松山駅周辺土地区画整理 

松山外環状線（地域高規格道路）整備 

市駅前広場整備  

城山公園整備  

    

６,８３０

１,０５９

３７７

８６８

２６１

３１１

２１６

１１,７００

９,５２５

６,７５６

１,,１９７

８３５
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名勝旧跡
観光施設

道後温泉　松山城　松山城二之丸史跡庭園　坂の上の雲ミュージアム　子規記念博物館　子規堂
石手寺　太山寺　大宝寺　松山総合公園　愛媛県県民文化会館　愛媛県美術館　萬翠荘
坊っちゃん列車　鹿島公園　高縄山

祭　　り
催 し 物

椿まつり（旧暦１月７～９日）松山春まつり（道後温泉まつり３月１９～２１日、お城まつり４月上旬）
北条鹿島まつり（５月３・４日） 櫂練り踊り（５月３日､１０月中旬） 風早海まつり（７月最終土曜日）
松山港まつり・三津浜花火大会（８月第一土曜日） 松山野球拳おどり（８月中旬） トライアスロン（８月下旬）
松山地方祭（１０月上旬） 興居島船踊り（１０月第一土曜日） 北条秋祭り（１０月中旬）

公　　営
宿泊施設

ＫＫＲ道後ゆづき、愛媛県市町村職員えひめ共済会館、愛媛県障害者更生センター道後友輪荘、
エスポワール愛媛文教会館、公立学校共済組合道後宿泊所にぎたつ会館、ほしふるテラス姫ケ浜

竹工芸品　伊予かすり　姫だるま　姫てまり　水月焼　一刀彫（十二支）　伊予柑　みかんジュース　紅まどんな　せとか
緋の蕪漬 小魚珍味 五色そうめん タルト 羊羹 醤油餅 坊っちゃん団子 鯛めし カラマンダリン 瀬戸内の銀鱗煮干し
松山長なす 松山一寸そらまめ 伊台・五明こうげんぶどう 松山ひじき グニーユーカリ 松山アボカド 興居島レモン

道後温泉本館　道後温泉別館 飛鳥乃湯泉　椿の湯　城山公園（松山城・松山城二之丸史跡庭園） 松山城山索道
施設（ロープウェイ・リフト・駅舎）坂の上の雲ミュージアム　子規記念博物館　松山市民会館　松山市北条市民会館　
総合コミュニティセンター コムズ（まつやま男女共同参画推進センター） 青少年センター　埋蔵文化財センター（松山
市考古館） 総合福祉センター　ハーモニープラザ　保健所・消防合同庁舎　松山総合公園　杖ノ淵公園　庚申庵　
りっくる（まつやまＲｅ再来館） 松山中央公園（坊っちゃんスタジアム・マドンナスタジアム・多目的競技場・屋内運動場・
テニスコート・運動広場・アクアパレットまつやま）野外活動センター　風早の郷 風和里　松山市北条ふるさと館　北条
スポーツセンター　鹿島公園　松山市中島総合文化センター　ほしふるテラス姫ケ浜　はぴまるの丘

〈政策〉
１．こどもを輝く未来へつなぐ【こども・教育】　　　　　　　 ７．まちとまちをつなぐ【交通】
２．人と人の支えあいをつなぐ【福祉】　　　　　　　　　　 ８．にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 
３．健康をつなぐ【健康・医療】　　　　　　　　　　　　　 ９．豊かな自然と暮らしをつなぐ【環境】 
４．自分らしさと誇りをつなぐ【共生社会・コミュニティ】　　　　10．安全と安心をつなぐ【安全・安心】
５．ワクワクを全国・世界へつなぐ【都市の魅力】　　　　　　 11．つなぐを支える【連携】  
６．人と仕事と暮らしをつなぐ【経済・産業】

〈人口減少対策について〉
　人口減少は、地方都市に共通する課題であり、本市では、長期的な人口減少が避けられない中でも、その減少
する速度を抑制するとともに、市民の生活基盤を維持し、満足度や利便性を向上させるため、人口減少対策を総
合計画の最重要事項に位置づけ取り組んでいきます。

〈人口減少対策に求められる視点〉
　本市では、今後も人口が減少することに加え、生産年齢人口の割合が大幅に減少することから、全ての政策分
野に以下の３つの視点を取り入れ対策を進めます。

　（1）デジタル技術の活用
　（2）課題の背景を踏まえた分野横断的な対応
　（3）民間との連携の更なる推進

　本市では令和７年度から、まちづくりの新たな指針
となる第７次松山市総合計画がスタートしました。
　計画の策定にあたって、市民や松山にゆかりのある
方など、１万人以上の声や想いを聴かせていただき、
設定したキーワードは、「つながる」です。
　私たちが暮らす「瀬戸内」の魅力をいかして、安心
して「人」がつながり、市の内外、そして世界へと
「まち」がつながり、職業や働き方、住む場所を超え
て「仕事」でつながることで、相乗効果を発揮し、多
くの人と文化が交流する拠点を目指しています。
　そのような中、市内外から選ばれるまちを目指して、
松山ならではの魅力を発信する「シティプロモーショ
ンの推進」、公共交通の乗り継ぎの利便性を高め、周
辺地区の活性化等につなげる「JR松山駅周辺や松山市
駅前広場の整備」、都市部人材と市内企業のマッチン

グ支援で「関係人口の創出」など、様々な取組を進め
ています。
　また、人口減少が進む中で、行政だけで地域課題を
解決するには限界があり、民間事業者との連携を深め、
ともに地域課題と向き合い、持続可能なまちづくりを
進めることが必要です。
　こうした中で、民間事業者と連携しながら、市の課
題解決につなげるため、令和５年度に産学官連携窓口
「まつやま未来パレット」を開設し、令和７年度に産
学官連携組織「まつやま未来コネクト」を設立しました。
　今後も一人ひとりの幸せが実現するまちを目指し、
笑顔を大切に「つながる力」で挑戦することをまちづ
くりの理念に、「人、まち、仕事がつながる交流拠点
『SETOUCHIまつやま』」の実現に向けて取り組みます。

〈観光・レクリエーション〉

〈名物・特産品〉

〈主な公共施設〉

〈主要課題〉

〈地域づくりの事業等〉



令７～１１年度令７～１６年度令６. １２. １９
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形態 地方公社の名称 設立登記
年月日

資本金（千円）
出資割合（％） 主　な　事　業　内　容

（公財） 松山国際交流協会 昭５７．４．１ １，０００，０００
（１００．０）

国際交流を通して地域の国際化に寄与

（公財） 松山市文化・スポーツ振興財団 昭５９．７．１６
（合併登記平22.4.1）

１，７００，０００
（９８．７）

文化・スポーツを通して地域社会の発展に寄

与
（公財） 松山観光コンベンション協会 平 ３．１．１０ ５２１，０００

（４８．０）
コンベンション企画・誘致・支援

（福） 松山市社会福祉事業団 平 ６．３．１ ３，０００
（１００．０）

第１種・第２種社会福祉事業

（一財） 松山市学校給食会　　　　　　　 令　４．４．１ ３，０００

（公財） 松山市男女共同参画推進財団 平１１．４．　１ ５００，０００

（１００．０）

（１００．０）

学校給食を通じた食育及び地産地消の推進

男女が共に参画できる環境づくりの促進

画　計　本　基想　　　構　　　本　　　基

計　　画　　の　　名　　称 議決年月日 期　　　間 期　　　間

画計合総市山松次７第　

（令和 7. 4. 1現在）〉況状立設の社公方地るいてし資出が町市〈

松山市

〈総合計画〉

〈行政機構〉※第１部末尾参照 （令和 7. 4. 1現在）




